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古城山古城山古城山

風景紀行

古
城
山
風
景
林

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平
野
の

北
端
部
に
位
置
す
る
美
濃
市
に
、
こ
の
山
が
所

在
す
る
古
城
山
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。

　

美
濃
市
と
い
え
ば
古
く
は
長
良
川
の
舟
運
の

集
積
地
と
し
て
、
ま
た
美
濃
和
紙
の
産
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
域
区
の
選
定
を
受
け
た
卯
建

（
う
だ
つ
）
の
上
が
る
町
並
が
有
名
な
「
和
紙

と
う
だ
つ
の
ま
ち
」
で
す
。

　

そ
ん
な
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
国
有
林

は
、
面
積
二
〇
八
㌶
の
大
部
分
が
ヒ
ノ
キ
や
ス

ギ
を
主
体
と
し
た
人
工
林
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
標
高
四
三
七
㍍
の
古
城
山
は
登
山
道
か
ら

の
眺
望
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
間
一
万

人
を
超
え
る
人
々
が
登
山
に
訪
れ
、
昭
和
五
十

年
四
月
か
ら
古
城
山
風
景
林
（
七
二
㌶
）
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
山
は
古
名
を
鉈
尾
（
な
た

お
）
山
と
い
い
、
戦
国
時
代
か
ら
中
濃
を
制
覇

し
て
い
た
佐
藤
氏
三
代
の
居
城
で
し
た
が
、
三

代
目
の
佐
藤
才
次
郎
方
政
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で

石
田
三
成
方
に
つ
い
て
敗
れ
、
滅
亡
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

現
在
も
山
頂
に
は
本
丸
跡
が
あ
り
、
四
方
釣

り
壁
の
要
塞
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
丸
の

石
垣
は
半
ば
埋
も
れ
な
が
ら
も
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
尾
根
に
は
数
段
の
曲
輪
跡
が
見

ら
れ
、
本
丸
の
東
に
は
食
料
倉
庫
等
が
並
ん
で

い
た
と
い
う
帯
曲
輪
（
お
び
く
る
わ
）
跡
の
細

長
い
平
地
も
あ
り
ま
す
。

　

本
丸
か
ら
南
に
は
三
つ
の
曲
輪
跡
が
あ
り
、

そ
の
先
に
あ
る
石
垣
の
大
手
曲
輪
跡
は
登
山
時

に
気
が
つ
か
な
い
ほ
ど
崩
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
曲
輪
も
塀
や
柵
を
め
ぐ
ら
し
た
立
派
な
山
城

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
戦
国
時
代
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
山
道
は
市
、
市
民
、
署
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
り
軽
装
で
気
軽
に
登
れ
る
よ
う
整
備

さ
れ
て
お
り
、
麓
に
は
森
林
県
岐
阜
に
相
応
し

い
「
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や

「
岐
阜
県
森
林
科
学
研
究
所
」
も
あ
り
、
森

林
・
林
業
に
関
わ
る
勉
学
、
試
験
研
究
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　

・�

東
海
北
陸
自
動
車
道
・
美
濃
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
→
国
道
一
五
六
号
線
を
北
上
→

曽
代
（
そ
だ
い
）
交
差
点
を
西
→
美
濃
市

運
動
公
園
（
駐
車
場
）

○
公
共
交
通
機
関

　
・�

長
良
川
鉄
道
梅
山
駅
下
車
→
徒
歩
三
十
分

→
美
濃
市
運
動
公
園

山頂から市街地を望む 古城山

東屋で一休み 整備されている登山道


